
地

球

約
十
三
谷

だ
す
る
｡

串
に
稲
井
の
水
は
極
め
て
艮
-
以
上
の
物
質

を

含

有

す

る
こ
ビ
少
-
精
紬
だ
か
決
色
に
は
過
食
し

.て
屠

-
~
沓
時
の
人
達
は
莱
都
の
加
茂
の
水
}J
同
じ
-

而
非
堀
の
水
も
良
い
'/-J
栴
L
只
技
術
の
附
題
た
る
を
白

斑
し
其
の
手
段
方
法
を
研
究
し
改
良
に
意
を
尊
に
す

べ

き
を
知

っ
た
の
で
あ
る
0
明
治
二
十
六
年
に
は
其
の
披

循
世
人
の
謎
む
る
ど
こ
ろ
ど
な

っ
て
､
京
都
､
島
根
､

三
重
､
石
川
､
富
山
の
各
酔
順
よ
-
縛
々
ビ
し
て
精
練

を
委
托
し
て
水
化
の
で
あ
る
｡
其

の後
大
正
六
年
六
月

第

三
鋭

さ
ハ

二
六

に
は
稲
井
噸
精
練
株
式
骨
配
は
千
石
の
パ
ー
ム
チ

ッ
ト

軟
水
器

〓
桑
を
設
備
し
た
｡
配
に
今
日
各

努々

力

し

完

成
の
域
に
連
せ
ん
ビ
専
念
し
て
ゐ
る
｡

今
日
の
如
-
物
理
化
撃
上

の
研
究
の
進
歩
し
た
際
に

は
州
水
改
良
法
の
問
題
は
此

校
的
容
易
で
あ
る
が
其
の

精
練
業
の
初
期
に
於
け
る
水
域
の
適
不
適
は
工
業
勃
興

の
気
運
を
促
す
上
に
非
常
に
箕
大
な
る
観
係
を
持

つ
も

の
で
あ
る
0

朝

鮮

の

平

均

高

度

に

就

い
て中

村

新

太

郎

あ
る

一
地
方
の
平
均
高
圧
の
自
然
地
相
的
債
値
に
就

い
て
は
飴
-
韮
要
職
せ
ら
れ
て
居
な
い
政
で
あ
る
が
こ

れ
は
計
算
が
面
倒
な
馬
め
に
算
出
さ
れ
た
結
果
が
少
な

い
の
で
之
を
以
て
他
の
地
州
的
分
布
ビ
比
較
す
る
こ
亡

が
出
水
な
い
か
ら
で
あ
る
だ
-
考

へ
ら
れ
る
｡
塵
で
‖

本
の
平
均
高
度
に
就
い
て
は
今
ま
で
誰
れ
も

一
言
も
し

て
ゐ
な
い
政
で
あ
る
｡
陸
地
測
畳
部
の
二
宵
笛
分

Ji
H

本
地
間
か
ら
其
の
同
高
線
S
様
子
を
見
る
.A)
五
官
茄
十

朱
内
外
が
平
均

聖
向
さ
で

は
な
い
か
ビ
想
像
さ
れ
る
が

之
か
..貸
出
し
て

見
な
い
ビ
確
か
な
こ
と
は
云

へ
な
い
｡



朝
鮮
の

7
故
地
閲
で
同
高
線
の
描
い
て
あ
る
の
は
前
祝

の
二
田
常
分

山
が
明
瞭
で
よ
い
が
､
此
の
外
に
嘗
て
朝

鮮
紙
督
府
内
洛
局
土
木
課
で
作

っ
た
田
五
十
常
分
の

山

朝
鮮
高
圧
別
間
が
あ
る
｡
之
に
は
官
米
､
五
市
来
'
千

米
､
千
五
頂
米
'
二
千
米
､
二
千
五
百
光
線
が
つ
い
て

居
る
｡
(
之
に
三
富
光
線
を
補
っ
た
な
ら
も
つ
ビ

一
般
地

形
が
判
る
こ
,̂J
～
恩

へ
る
)｡
此
の
閲
に
は
附
表
だ
し
て

朝
鮮
各
道
及
び
全
土
の
高
庇

別
面
積
表
が
あ
っ
て
面
積

は
平
方
里
で
載
せ
ら
れ
て
居
る
｡
恐
-
こ
れ
は
こ
の
育

五
十
寓
分

一
の
地
岡
上
で
測
定
し
､
も
}J
臨
時
土
地
調

査
局
で
算
出
し
た
各
道
面
積
で
照
査
し
た
も
の
で
あ
ら

-
｡
此
の
材
料
を
川
ひ
て
朝
鮮
の
平
均
高
圧
を
貸
出
し

て
見
た
｡
計
算
す
る
前
に
高
圧
別
間
を

一
覧
し
た
塵
で

は
平
均
高
度
は
五
百
米
位
で
や
ら
う
ど
直
覚
さ
れ
た
.

由
雄
田
本
で
は
自
然
地
排
に
関
す
る
数
量
を
算
出
す

る
こ
だ
が
少
な
い
｡
面
積
や
容
積
の
稀
に
計
出
さ
れ
た

も
の
に
は
観
-
が
多

い
｡
我
等
の
方
面
で
云
ふ
な
ら
ば

初
め
報
告
に
載
せ
ら
れ
た
三
周

一
の
宮
士
の
火
口
の
旗

さ
､
世
外

1.
だ
空

茶
ふ
阿
蘇
大
火
口
の
離
さ
'
不
忠
講

i.･Fだ

な
追
出
し
哲
や
つ
た
楯
前
ド
ー
ム
の
容
積
な
ど
地
質
撃

朝

鮮

の

平
均
詞
庇

に
就

い
て

者
の
背

い
た
も
の
は

1
見
其
の
誤
謬
の
明
か
な
の
に
も

係
ら
ず
堂
々
13
印
刷
さ
れ
た
｡
こ
ゝ
で
調
-
な

い
ふ
S
l

は
測
量
の
不
完
金
な
為
め
の
,違
ひ
で
は
な
-
､
材
料
か

ら
の
算
出
の
観
-
で
あ
る
｡
光
も
其
の
う
ち
の
二
つ
は

ヰT･',7.,･1

御
自
身
の
箪
出
で
な
い
笠

石
は
れ
た
が

之
を

照査
す
る

僅
か
ば
か
-
の
手
数
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
馬
め
に
大

部

一
般
民
衆
を
硯
ら
し
た
｡
こ
れ
等
は
常

々
加
減
乗
除

の
暫
僻
を
つ
け
て
お
か
ぬ
か
ら
.
掛
け
算
や
割
b
算
が

1.
見
面
倒
に
妄
想
さ
れ
る
に
頂
由

す
る
に
過
ぎ
な
い
｡

筆
者
は
小
撃
枚
で
習
っ
た
算
術
の
効
果
を
敬
揮
す

る
馬

め
に
数
を
時
々
取
扱
っ
て
見
た
い
ビ
思
っ
て
､
今
回
も

二
三
時
間
つ
ぶ
し
て
見
た
の
で
あ
る
｡

平
均
高
度
算
出
の
方
法
は
幾

っ
も
あ
る
が
'
基
の
う

ち
次
の
二
つ
が
よ
い
様
で
あ
る
0
第

1
は
地
高
曲
線

(

H
ypso
g
rap
h
ic
c
urv
e)
を
描
い
て
､
一
部
柿
間
に
よ
る

も

の
で
あ
る
｡
即
ち

横

線
に
面
積
を
収
-
縦
線
に
高
さ

を
取
っ
て
宵
米
'
五
甘
米
な
-
の
座
標
を
作
る
｡
此
座

標
を
連
ね
た
曲
線
が
堕
向
曲
線
で
あ
る
｡
地
高
曲
線
は

地
球
上
の
陸
亡
海
の
制
令
"
同
時
に
高
さ
洗
さ
竪

不
し

た
グ
ラ
フ
L･J
で
に
地
班
巷
で
用
ひ
ら
れ
て
屠

る
｡
扱
地

一八
七

二
七



地

.

球

筋
十
三
布

高
曲
線
内
の
横
線
ビ
最
高
の
位
置
か
ら
の
垂
直
線
で
囲

ま
れ
た
面
積
を
求
積
器
で
計

･C,横
線
に
取
っ
た
長
さ
で

割
る
YJ
平
均
高
皮
が
出
る
.
妨
二
の
方
法
は
ま
づ
海
面

上
の
其
の
土
地
の
容
積
を
出
し
て
面
積
で
割
る
の
で
あ

る
｡
容
積
を
出
す
の
に
は
或
は
鳳
雛
､
或
は
角
錐
等
ビ

し
て
取
扱
ふ
が
擬
境
(
プ
リ
ス
マ
ト
イ
ド
)
.hLし
て
算
出

す
る
の
が
よ
い
.,J
さ
れ
る
｡
プ
リ
ス
マ
ト
イ
ド
の
算
式

は
次
の
如
-
で
之
は
シ
ン
プ
ソ
ン
の
公
式
ビ
名
付
ら
れ

節

三
雛

1

八八

二
八

る
も
の
で
あ
る
｡

v
I

中

(g
l･
4
g
e十
g
3)

内

Sl
仇
は
上
下
街
の
両
横

S
;は
上
下
間
両
の
中
央
に
於

け
る
断
面
積
､
ん
は
上
下
面
間
の
高
さ
で
あ
る
｡

さ
て
朝
鮮
高
度
別
図
に
掲
げ
て
あ
る
高
庇
別
面
積
表

の

山
部
を
次
に
掲
げ
滑
は
輩
者
が
平
方
里
で
用
し
て
あ

る
面
積
を
平
方
粁
に
換
算
し
た
も
の
か
併
せ
載
せ
る
O

0-
岩

u弟

F･J
S
J

朝
鮮
全
部

三
'
巴

で

竺

艇
仲
南
.q

売
れ
昌
八

成
錯
簡
道

ニ
0
ニ
昌
0

漣
紳

両

道

1111
0
｡
責

米

粒

泊

等

三

iTd

T
OOI
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0米

苫
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00
米

岩
001
芸
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0釆

Th
.O
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l甲
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乾
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空
一
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三
や
八
･00

1-1CI･
-i
ll
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菅
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平
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Q

空

六
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M
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苦
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旗
仰
両
舷

B
t
完
O
･
究

成

錦

岡

氾

八
㌧
語
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六
T

芸

0

-
7
0
0
0
米

平
方
粁

望
'
宍

凶
量

11

7'琵
二
･0
火

水
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八
九
二
･
豊

7
0
0
0
1

蒜
C30
米

平
方
粁

こ
こ
.
10
号

光

(
枕

許

セ
メ
)

九
rL'六
三
･
毛

買
o
o-
ニ000釆
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方
粁

八
.
豊

子

0
71

三

〇
〇
釆

以

上

平
方
粁

4
.(
八
･
六
四

(
同

上
)

沈
､怨
で
元

琶
0
･
究

計平

方
;～.

蒜
'
三
〓
･
究

七
九
P
･
宍

ニ
'
0
空

長
欠

雷

管
完

1
.
0
(
EI･
八
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計
平
方
粁

ニ
ニ
O
t
七
四
〇
｡
霊

三
'
芭
四
品

四

三

'
毛

八
品

l

こ
の
材
料
を
川
ひ
て
最
初
地
高
曲
線
に
よ
る
朝
鮮
全

部
の
平
均
高
庇
を
算
出
L
tJ
見
た
O
此
の
時
に
は
面
積

を
平
方
粁
に
Lib
を
し

て
な
か
っ
た
か
ら
横
線
に
成
方
里

の
面
積
で
制
令
を
取
っ
た
∪
高
さ
は
宵
米
､
五
百
兼
､



千
米
､
千
五
BT77米
､
二
千
兼
を
取
り
激
高
鮎
は
白
頭
山

大
正
峰
の
二
千
七
回
四四
十
四
米
を
用
ひ
た
｡
其
の
L*
晃

は
卒
均
高
度
g
Z胃
八
十
二
栄
二
を
得
た
｡

第
二
に
ま
づ
朝
鮮
各
部
の
前
掲
の
平
方
肝
に
よ
る
高

庇
別
の
河
積
を
貸
出
し
た
.
但
し
官
光
線
は
川
ひ
払
い

か
ら
C
乃
至
五
日
米
間
の
平
方
粁
で
の
面
積
を
罫
出
し

た
0

こ
の
結
果
か
ら
引
算
に
よ
っ
て
各
高
庇
断
面
に
於

け
る
面
積
を
出
し
た
｡
ブ
-
ス
マ
ト
イ
ド
の
公
式
に
よ

っ
て
計
算
し
ょ
-
ど
し
た
の
で
あ
る
が
二
千
米
以
上
は

二
千
米
だ
激
高
鮎
二
千
七
回
四
十
四
米
の
中
間
層
の
面

積
が
材
料
ビ
し
て
こ
～
に
出
さ
れ
て
ゐ
L･1
い
の
ど
其
の

部
分
の
容
積
が
小
さ
い
こ
ど
で
あ
る
か
ら
軍
純
に
計
算

す
る
為
め
に
此
の
高
さ
部
分
は
囲
錐
A,J
し
て
計
算
し
た

捌
錐
だ
操
境
だ
に
よ
る
差
違
で
圃
錐
に
よ
っ
た
容
積
を

正
す
方
が
よ
い
が
､
之
は
し
な
か
っ
た
｡
二
千
米
以
下

は
○
よ
-
千
米
ま
で
ビ
千
米
よ
り
二
千
米
ま
で
の
二
つ

の

ブ
リ
ス
で
ト
イ
ド
に
分
け
た
｡
そ
れ
で
貸
出
さ
れ
た

朝
鮮
全
部
の
海
面
上
の
容
積
は

1
C
六
､
三
二
九
二
此
方

粁
八
九
ど
な

っ
た
.
こ
れ
よ
-
卒
均
高
度
E
i八

j
･米
七

を
得
た
｡
之
を
鼻
に
仙
南
曲
線
か
ら
出
し
た
値
ビ
比
較

朝
鮮

の
平
均
高
庇
に
就

い
て

す
る
だ
殆
ん
.1/二

致
し
て
み
る
三
ぶ
っ
て
よ
い
｡
寧
ろ

朝
鮮
の
卒
均
高
度
は
田
富
八
十
二
発
だ
ど
し
て
よ
い
だ

恩
は
れ
る
｡
此
の
櫨
は
算
出
の
以
前

に地
間
か
ら
直
兜

し
た
五
首
米
を
去
る
こ
E
は
少
な
か
っ
た
｡
地
高
曲
線

の
描
き
方
に
つ
い
て
は
縦
線
な
ど
る
場
各
に
平
均
高
度

を
取
る
様
に
替

い
た
も
の
も
あ
る
が
.
前
に
記
し
た
頻

に
椋
線
上
の
各
部
分
の
終
-
の
産

へ
そ
の
高
度
帯
の
高

い
種
皮
を
取
っ
た
方
が
よ

い
の
も
こ
の
結
果
か
ら
推
定

さ
れ
る
｡

序
に
番
物
に
載
っ
て
ゐ
る
陸
而
及
び
各
大
陸
の
卒
均

高
庇
を
馨
げ
て
見
る
ビ
次
の
如
-
で
あ
る
｡

奄
陸

八
二
五
米

ア
ジ
ア

九
五

〇
米

ヨ

ー

ワ
ッ
.,,

三
〇
〇
米

ア
フ
リ
カ

六
五

〇
米

北

ア
メ
リ
カ

七

一
五
光

南

ア
メ
-
カ

五
八

〇
米

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
三
五

〇
米

南
棟

二
〇
〇
〇
光

こ
れ
か
ら
見
る
ビ
朝
鮮

は
大
陸
の
経
過
空

あ
る
か
ら

低
い
方
で
あ
る
｡
又
猫
泡
の
平
均
高
度
は

ヨ
ー

ロ
ヅ
バ

仝
鯉
ビ
同
じ
で
三
宮
米
で
あ
っ
て
朝
鮮
よ
-
や
つ
だ
低

い
｡
然
し
朝
鮮
に
は
大
卒
野
が
な
い
と
は
云

へ
地
形
は

老
年
に
蓮
し
た
鹿
が
多
い
か
ら
四
八
二
米
で
あ
る
の
で

六九

二
九



粒

止小

節
十

三
怨

口
本
内
地
は
若
い
ー地
形
が
か
な

rJn
多
い
か
ら
こ
れ
よ
b

嵩
-
な
る
の
は
線
憩
さ
れ
る
｡

次
に
駅
み
に
購
い
高
塩
の
あ
る
成
鋸
南
道
ビ
略
グ

レ

ー
ド
に
達
し
吾
清
瀬
江
の
流
域
を
占
め
た
慶
荷
商
遣
ど

の
平
均
高
度
を
前
に
掲
げ
た
材
料
に
よ
っ
て
プ
-
ス
ヤ

ト
イ
ド
及
び
圃
錐
を
併
用
し
て
第
出
し
て
見
た
｡
慶

商

の
政
高
鮎
は
智
基
山
の

1
九

1
五
米
を
川
ひ
た
｡
其
濯

某
は
威
南
は
九
五
六
米
六
'
慶
商
は
二
六
九
米
九
の
一平

均
高
庇
を
有
す
る
の
恕
知
っ
た
｡
即
ち
威
南
は
慶
南
の

三
倍
牛
以
上
の
平
均
高
庇
を
有
L
t
ア
'.,h
ア
ビ
ヨ
ー

ワ

ッ
JJl
tJ
の
剖
柄
だ
略
似
て
み
る
.
若
し
入
TE
七
十
八
米

(
翰
山
､
朝
川

､発
州
境
の
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